香南市合併浄化槽の設置に関する指導基準
（目的）

第１条　この基準は、浄化槽法（昭和５８年法律第４３号）及び建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）その他関係法令に定めるもののほか、市内に設置される浄化槽に関し必要な事項を定めることにより、浄化槽に係る取扱いの適正化及び公共用水域等の水質の保全等の観点から浄化槽によるし尿及び雑排水の適正な処理を図り、市民の生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与することを目的とする。

（設置の基準）

第２条　市長は、浄化槽を設置しようとする者（以下「設置者」という。）に対し、次に掲げる事項を指導するものとする。

（1） 設置する浄化槽は、原則として放流水の生物化学的酸素要求量（以下「ＢＯＤ」という。）が２０ｍｇ／Ｌ以下の性能を有する合併処理浄化槽とする。

（2） 保守点検及び清掃が容易に行うことができる場所に設置すること。

（3） 日照、通風が良好であり、雨水等による冠水のおそれのない場所に設置すること。

（4） 飲料水に影響を与えることのない場所に設置すること。

（5） 下水道への接続が可能となった場合は、速やかに下水道の規定に沿うこと。

（放流の基準）

第３条　設置する浄化槽の放流基準は、次に適合するものとする。

（1） 放流水の放流先は、滞留しない水量を有し衛生上支障のない水路等に放流すること。

（2） 放流水路等について法令等による手続きが必要な場合は、事前にその手続きを行わなければならない。
（放流水を地下浸透させる基準）

第4条 　周辺に河川等がなくやむをえず浄化槽の放流水を地下浸透させる場合は、「高知県浄化槽放流水の地下浸透に関する指導基準」に適合すること。

（市民の責務）

第５条　市民は、公共用水域等の水質の保全を図るため、生活排水によって水質汚濁を生じさせないよう心がけるとともに、市による生活排水対策の実施に協力するよう努めるものとする。

２　浄化槽管理者は、法令の定めるところにより、知事が指定する検査機関の行う使用開始検査及び定期検査を受けるとともに、適正な保守点検及び清掃を行わなければならない。
（市の責務）

第６条　市は、浄化槽の設置を支援するための補助制度の整備を図るとともに、普及啓発など浄化槽の整備促進に努めなければならない。

　　附　則

この基準は、平成２１年６月１日から施行する。
